Directory of Lower Division of Konoe-hu (Husyo) in the Mid 12th Century by 西山, 史朗
一
七
三
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
資
料
紹
介近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）西　
　
山　
　
史　
　
朗
は
じ
め
に
　
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
は
、
近
衛
府
が
成
立
し
た
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
か
ら
十
三
世
紀
半
ば
の
期
間
に
お
け
る
近
衛
府
下
級
官
人
（
将
監
・
将
曹
・
医
師
・
府
生
・
番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛）（
（
）
に
つ
い
て
、
確
認
で
き
う
る
補
任
状
況
を
調
査
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る）（
（
。
将
監
及
び
府
生
は
順
次
公
表
し
て
お
り）（
（
、
本
稿
で
は
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
か
ら
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
ま
で
の
府
生
在
職
者
を
掲
載
す
る）（
（
。
　
府
生
の
補
任
稿
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
採
録
期
間
の
下
限
で
あ
る
十
三
世
紀
半
ば
に
到
達
し
た
た
め
、
本
稿
を
も
っ
て
一
応
の
完
成
と
す
る
。
し
か
し
、
既
発
表
分
及
び
今
後
公
表
し
て
い
く
補
任
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
も
大
方
の
ご
批
正
を
乞
い
、
修
正
を
加
え
つ
つ
確
実
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。
一
、
凡
例
①
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
は
左
右
近
衛
府
の
う
ち
（
表
①
）、
将
監
・
将
曹
・
医
師
・
府
生
・
番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛
の
官
人
の
補
任
状
況
を
官
職
ご
と
に
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
本
稿
で
は
、
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
か
ら
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
の
期
間
に
お
け
る
府
生
在
職
者
を
ま
と
め
て
い
る
。
②
左
右
近
衛
府
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
い
る
か
が
不
詳
の
場
合
は
、
「
左
右
不
詳
」
の
項
目
に
記
し
た
。
③
人
物
の
表
記
に
つ
い
て
、
位
階
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
〔　
〕
内
に
記
載
し
、
位
階
が
不
明
の
場
合
は
〔
一
〕
と
記
載
し
た
。
加
階
の
記
述
が
あ
る
場
合
は
加
階
後
の
位
階
を
記
載
、
備
考
に
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
。
府
生
以
下
に
は
本
来
相
当
位
階
の
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
同
様
に
記
載
し
た
。
一
七
四
④
在
職
で
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
う
思
わ
れ
る
場
合
は
「
在
」、
新
た
に
任
じ
ら
れ
た
場
合
は
「
任
」、
す
で
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
「
故
」
を
備
考
欄
内
の
先
頭
に
記
載
し
た
。
⑤
兼
官
兼
職
の
ほ
か
、
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
備
考
欄
に
記
載
し
た
。
⑥
出
典
の
記
載
は
（『
史
料
名
』
年
月
日
）
で
示
し
、
閏
月
は
○
枠
で
示
し
た
。
基
本
的
に
そ
の
年
の
初
見
月
日
を
記
載
し
た
が
、
初
見
月
日
以
降
に
詳
細
な
所
属
、
経
歴
な
ど
の
記
述
が
確
認
で
き
る
場
合
は
そ
の
月
日
を
記
載
し
た
。
⑦
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
は
（　
）
内
に
記
載
し
、
ま
た
一
部
の
史
料
名
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
略
記
し
た
。
史
料
の
う
ち
古
記
録
史
料
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
大
日
本
古
記
録
、
史
料
大
成
、
史
料
纂
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
古
記
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。
そ
の
ほ
か
『
群
書
類
従
』、『
歴
代
残
闕
日
記
』、
史
料
紹
介
な
ど
に
収
録
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
古
記
録
に
つ
い
て
は
、
同
一
人
物
の
日
記
で
も
、
そ
の
名
称
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
便
宜
的
に
記
主
の
名
前
を
冠
し
て
『
○
○
卿
記
』、『
○
○
公
記
』
と
記
載
し
た
。
ま
た
、
史
料
紹
介
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
注
に
出
典
を
記
載
し
た
。
略
記
一
覧
：『
平
安
遺
文
』（『
平
遺
』）、『
本
朝
世
紀
』（『
世
紀
』）、
『
古
今
著
聞
集
』（『
著
聞
』）、『
東
大
寺
続
要
録
』（『
続
録
』）、『
宮
寺
縁
事
抄
』（『
宮
寺
』）、『
楽
所
補
任
』（『
楽
所
』）、『
競
馬
秘
記
』（『
競
秘
』）（
（
）、『
大
間
成
文
抄
』（『
大
間
』）、『
魚
魯
愚
鈔
』（『
魚
魯
』）、『
御
産
部
類
記
』（『
産
部
』）、『
仙
洞
御
移
徙
部
類
記
』（『
移
徙
』）、『
御
譲
位
記
』（『
譲
位
』）、『
九
条
家
本
紙
背
文
書
集　
中
右
記
』（『
九
中
』）、
『
兵
範
記
』（『
兵
範
』）、『
山
槐
記
』（『
山
槐
』）、『
愚
昧
記
』（『
愚
昧
』）、『
顕
広
王
記
』（『
顕
広
』）（
（
）、『
後
白
河
院
御
落
飾
記
』（『
落
飾
』）（
（
）、
『
文
治
元
年
後
白
河
院
賀
茂
御
幸
記
』（『
文
治
』）（
（
）、『
後
鳥
羽
院
宸
記
』（『
後
鳥
羽
』）、『
明
月
記
』（『
明
月
』）、『
三
長
記
』（『
三
長
』）、
『
葉
黄
記
』（『
葉
黄
』）、『
猪
隈
関
白
記
』（『
猪
隈
』）、『
岡
屋
関
白
記
』（『
岡
屋
』）、『
資
頼
卿
記
』（『
資
頼
』）、『
荒
凉
記
』（『
荒
凉
』）、
『
民
経
記
』（『
民
経
』）、『
経
俊
卿
記
』（『
経
俊
』）、『
為
経
卿
記
』
（『
為
経
』）、『
公
光
卿
記
』（『
公
光
』）、『
賀
茂
御
幸
記
』（『
賀
茂
』）、
『
宇
治
御
幸
記
』（『
御
幸
』）、『
妙
槐
記
』（『
妙
槐
』）、『
後
深
草
天
皇
御
記
』（『
後
深
草
』）、『
吾
妻
鏡
』（『
吾
妻
』）
⑧
表
作
成
に
あ
た
っ
て
、
笹
山
晴
生
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表
─
下
級
官
人
・
舎
人
そ
の
（
一
）
─
」（『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科
紀
要
』
六
一
、
一
九
七
五
）、「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表
─
下
級
官
人
・
舎
人
そ
の
（
二
）
─
」（『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科
紀
要
』
六
六
、
一
九
七
八
）
も
参
照
し
た
。
⑨
人
物
比
定
に
つ
い
て
、
刊
本
史
料
上
で
は
、
姓
あ
る
い
は
名
が
同
名
同
音
の
場
合
、
人
物
の
混
同
が
考
え
ら
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
一
七
五
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
の
よ
う
な
場
合
や
姓
名
い
ず
れ
か
の
記
載
が
無
い
場
合
な
ど
は
、
編
纂
者
に
よ
っ
て
人
物
な
ら
び
に
姓
名
の
同
定
・
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
疑
問
無
し
と
し
な
い
部
分
も
あ
る
。
本
補
任
稿
で
は
『
群
書
系
図
部
集）（
（
』、「
楽
家
系
図）（1
（
」
お
よ
び
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
下
毛
野
氏
系
図
』・『
秦
氏
系
図
』
所
収
の
諸
氏
系
図
、『
平
安
時
代
史
事
典）（（
（
』
も
参
照
し
改
め
て
姓
名
の
推
定
を
行
い
、
備
考
欄
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
。
⑩
史
料
上
、「
○
○
子
」、「
○
○
男
」
と
表
記
さ
れ
、
人
物
比
定
が
困
難
な
も
の
は
、
人
物
欄
中
に
「
○
○
子
」
と
統
一
し
て
表
記
し
た
。
⑪
人
物
に
よ
っ
て
は
数
年
以
上
に
わ
た
り
近
衛
府
官
職
に
在
職
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
間
一
部
の
年
に
お
い
て
人
名
の
記
載
は
有
る
も
の
の
官
職
が
確
認
で
き
な
い
例
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
、
前
後
の
時
期
に
お
け
る
在
職
状
況
か
ら
帯
す
る
官
職
の
推
定
は
可
能
だ
が
、
本
補
任
稿
で
は
あ
え
て
掲
載
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
十
二
世
紀
後
期
に
は
、
同
一
の
近
衛
府
下
級
官
人
が
降
格
、
昇
進
を
繰
り
返
す
事
例
も
一
部
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
註（（
）
本
補
任
稿
で
は
、
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
を
近
衛
府
の
下
級
官
人
と
区
分
し
て
い
る
。
こ
の
区
分
は
笹
山
氏
に
よ
る
近
衛
府
大
将
・
中
将
・
少
将
を
上
級
官
人
、
近
衛
府
将
監
以
下
を
下
級
官
人
と
す
る
理
解
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
笹
山
晴
生
「
平
安
前
期
の
左
右
近
衛
府
に
関
す
る
研
究
」（
坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
集
』
下
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
）、
同
「
左
右
近
衛
府
上
級
官
人
の
構
成
と
そ
の
推
移
」（
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
下
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
、
以
上
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』〔
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
〕
に
再
収
）
を
参
照
。
（
（
）
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
市
川
久
編
『
近
衞
府
補
任　
第
一
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
二
）、
同
『
近
衞
府
補
任　
第
二
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
）、
笹
山
晴
生
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表
─
下
級
官
人
・
舎
人
そ
の
（
一
）
─
」（『
東
京
大
学
経
学
部
人
文
科
学
紀
要
』
六
十
一
、
一
九
七
五
）、
同
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表
─
下
級
官
人
・
舎
人
そ
の
（
二
）
─
」（『
東
京
大
学
経
学
部
人
文
科
学
紀
要
』
六
十
六
、
一
九
七
八
）
が
あ
る
。
本
補
任
稿
は
、
こ
れ
ら
の
補
任
類
の
欠
を
補
う
か
た
ち
で
作
成
し
て
い
る
。
（
（
）
拙
稿
「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
（
）」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
─
文
学
研
究
科
篇
─
』
四
六
、
二
〇
一
八
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
（
）」（『
鷹
陵
史
学
』
四
四
、
二
〇
一
八
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
（
）
─
将
監
─
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
─
文
学
研
究
科
篇
─
』
四
七
、
二
〇
一
九
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
（
）」（『
鷹
陵
史
学
』
四
五
、
二
〇
一
九
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
（
）
─
将
監
─
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
─
文
学
研
究
科
篇
─
』
四
八
、
二
〇
二
〇
）。
（
（
）
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
の
作
成
意
図
な
ら
び
に
近
衛
府
や
近
衛
府
下
級
官
人
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
註
（
（
）
拙
稿
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
（
）
土
橋
誠
「
翻
刻
『
競
馬
秘
記
』（
上
）」（『
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
一
七
六
要
朱
雀
』
十
六
、
二
〇
〇
四
）、
同
「
翻
刻
『
競
馬
秘
記
』（
下
）」
（『
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
朱
雀
』
十
七
、
二
〇
〇
五
）
（
（
）
高
橋
昌
明
・
樋
口
健
太
郎
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
顕
広
王
記
』
応
保
三
年
・
長
寛
三
年
・
仁
安
二
年
巻
』（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
三
九
、
二
〇
〇
八
）、
同
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
顕
広
王
記
』
承
安
四
年
・
安
元
二
年
・
安
元
三
年
・
治
承
二
年
巻
』（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
五
三
、
二
〇
〇
九
）。
（
（
）
米
田
雄
介
・
詫
間
直
樹
「
伏
見
宮
本
『
後
白
河
院
御
落
飾
記
』
に
つ
い
て
」（
古
代
学
協
会
編
『
後
白
河
院
─
動
乱
期
の
天
皇
─
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
）。
（
（
）
藤
原
重
雄
「
菊
亭
家
本
の
賀
茂
（
鴨
）
御
幸
記
二
種
─
洞
院
家
文
庫
の
遺
品
─
」（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究　
第
一
輯
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
）
（
（
）
『
群
書
系
図
部
集
』
一
～
七
（
続
群
諸
類
従
完
成
会
、
一
九
七
三
）。
（
（0
）
「
楽
家
系
図
」（『
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成　
三
』
所
収
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
九
八
）。
（
（（
）
『
平
安
時
代
史
事
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
）。
一
七
七
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
表
①
9
〜
12c
に
お
け
る
左
右
近
衛
府
官
制
表
・
左
表
は『
近
衞
府
補
任
』、『
公
卿
補
任
』、
各
古
記
録
、
笹
山
晴
生
氏『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
（111）、
古
藤
真
平「
中
衛
府
・
近
衛
府
官
員
制
度
の
再
検
討
」（
角
田
文
衛
先
生
傘
寿
記
念
会
編『
古
代
世
界
の
諸
相
』、
晃
洋
書
房
、
（111所
収
）を
参
照
し
て
作
成
し
た
。
・
区
分
の
項
に
つ
い
て
は
、
笹
山
氏（
上
掲
）の
近
衛
府
内
に
お
け
る
官
職
格
差
に
関
す
る
理
解
に
従
っ
て
区
分
し
て
い
る
。
・
位
階
お
よ
び
左
右
合
計
員
数
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
階
は
史
料
よ
り
確
認
で
き
る
位
階
の
範
囲
を
記
載
し
、
ま
た
左
右
合
計
員
数
に
つ
い
て
は
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
最
低
限
の
人
数
を
記
載
し
た
。
・
（　
）
内
は
、
古
藤
氏（
上
掲
）が
復
元
さ
れ
た
弘
仁
格
式
制
時
の
左
右
近
衛
府
の
官
員
制
を
参
照
し
た
。
・
な
お
、
1c以
前
の
近
衛
府
官
職
の
う
ち
、
案
主
は
長
徳
1
年（
111）に
、
府
掌
は
元
慶
1
年（
11（）に
み
え
る
の
が
史
料
上
で
の
初
見
で
あ
る
。
・
総
称
の
項
は
、
各
古
記
録
に
お
い
て
近
衛
府
の
各
職
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
総
称
さ
れ
て
い
た
か
を
記
載
し
た
。
詳
し
く
は
吉
川
真
司
編『
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
の
古
文
書
：
第
1輯
　
勧
修
寺
家
本
職
掌
部
類
』（
思
文
閣
出
版
、
（111）、
佐
々
木
恵
介「『
小
右
記
』に
み
る
摂
関
期
近
衛
府
の
政
務
運
営
」（
同『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』、
吉
川
弘
文
館
、
11（1〔
初
出
（111〕）を
参
照
。
・
随
身
、
楽
人
・
舞
人
、
年
預
、
庁
頭
の
項
に
つ
い
て
は
、
近
衛
府
官
人
が
兼
帯
す
る
職
務
の
有
無
に
つ
い
て
示
し
た
。
区
分
官
職
総
称
相
当
位
階
左
右
合
計
員
数
随
身
・
権
随
身
楽
人
・
舞
人
　
年
預
庁
頭
上
級
職
大
将
─
正
・
従
二
位（
従
三
位
）
1（
1）
─
中
将
次
将
正
三
位
〜
従
四
位（
従
四
位
下
）
1〜
1（
1）
少
将
従
四
位
下
〜
従
五
位（
正
五
位
下
）
1〜
1（
1）
下
級
職
将
監
官
人
従
五
位
〜
正
六
位（
従
六
位
上
）
1〜（
1）
（
○
）
○
○
─
将
曹
官
人
従
五
位
〜
従
七
位（
従
七
位
下
）
（1〜（
1）
○
○
─
○
医
師
─
従
五
位
〜
正
六
位（
正
八
位
）
（〜（
1）
─
─
─
─
府
生
官
人
正
六
位
上
〜
従
七
位
11〜（
（1）
○
○
○
○
番
長
物
節
─
（1〜（
（1）
○
─
案
主
1〜
─
府
掌
1〜
○
近
衛
─
従
八
位
〜
大
初
位
・
无
位
11〜（
111）
○
駕
輿
丁
─
─
─
─
使
部
（
11）
直
丁
（
1）
左
右
近
衛
府
府
生
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
保
元
元
年（
1156）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
季
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
光
元〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
光
秋〔
─
〕
故
：
こ
の
年
死
去
。（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
武
成〔
─
〕
在
：
雑
色
長
。（『
兵
範
』保
元
（・
1・
1）/
（『
山
槐
』同
1・
1・
（1）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
尾
張
兼
次〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
則
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）/（『
兵
範
』保
元
（・
1・
1）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
文〔
─
〕
在
：
人
長
。（『
兵
範
』保
元
（・
1・
（1）
一
七
八
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
秦
兼
種〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
（・
1・
（（）
下
毛
野
敦
正〔
─
〕
在
：（
同
上
）
下
毛
野
敦
忠〔
従
七
位
上
〕
在
：
府
生
の
労
に
よ
り
任
将
曹
の
例
は
不
易
の
通
例
、「
累
葉
近
仗
之
家
」に
生
ま
れ
、
功
あ
る
に
よ
り
将
曹
に
任
ず
。（『
大
間
』第
八「
転
任
」）
保
元
2
年（
1157）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
季
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
光
元〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
武
成〔
─
〕
在
：
雑
色
長
。（『
兵
範
』保
元
1・
（・
（1）
尾
張
兼
次〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
敦
則〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
1・
（（）
狛
則
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
景〔
─
〕
任
：
1月
、
左
近
府
生
に
任
ず
。
狛
光
時
孫
。（『
楽
所
』）
小
部
清
近〔
─
〕
任
：
左
近
府
生
に
任
ず
。
小
部
清
延
孫
。
（『
楽
所
』）
秦
兼
文〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
1・
（（）/崇
徳
上
皇
随
身
。（『
顕
広
』同
1・
（1・
1（）/人
長
。（『
兵
範
』同
1・
（（・
1）
中
臣
兼
友〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
1・
1）
保
元
3
年（
1158）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）/（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）為
末

〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）
狛
季
時〔
─
〕
在
：（
同
上
）
豊
原
光
元〔
─
〕
在
：
翌
年
、
雅
楽
属
に
転
任
か
。（『
楽
所
』）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（
同
上
）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）/（『
兵
範
』保
元
1・
1・
1）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
重〔
─
〕
任
：
還
任
。（『
楽
所
』）
佐
伯
重
文〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
1・
（1）/（『
山
槐
』
同
1・
1・
（1）
一
七
九
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
種〔
─
〕
在
：「
右
近
府
生
」。（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）/（『
山
槐
』同
1・
1・
（1）/（『
競
秘
』）
尾
張
兼
次〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
敦
方〔
─
〕
在
：「
厚
方
」に
つ
く
る
。（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）/（『
山
槐
』同
1・
1・
（1）
狛
則
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
忠
利〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）/後
白
河
上
皇
随
身
か
。（『
兵
範
』同
1・
1・
（1）/
「
左
近
府
生
」。
後
白
河
上
皇
随
身
。（『
山
槐
』同
1・
1・
（1/1・
11）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
中
臣
季
重〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）/（『
山
槐
』
同
1・
1・
（1）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
諸
武〔
─
〕
在
：
こ
の
年
番
長
よ
り
府
生
に
任
じ
る
か
。
藤
原
基
実
随
身
。「
師
武
」に
つ
く
る
。（『
兵
範
』保
元
1・
1・
（1）/藤
原
基
実
随
身
。（『
山
槐
』同
1・
1・
11）/右
府
生
。（『
兵
範
』同
1・
（1・
11）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
惟
宗
清
経〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
（1・
11）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
頼〔
─
〕
任
：
番
長
よ
り
府
生
に
任
ず
。（『
山
槐
』
保
元
1・
1・
（1）/後
白
河
上
皇
随
身
。
（『
山
槐
』同
1・
1・
11）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
敦
正〔
─
〕
在
：「
府
者
」。（『
山
槐
』保
元
1・
1・
1）/
（『
競
秘
』三
月
廿
五
日
）
（
姓
不
詳
）助
正

〔
─
〕
在
：「
助
元
」の
誤
り
か
。（『
楽
所
』）
秦
兼
久〔
─
〕
在
：
人
長
。（『
兵
範
』保
元
1・
1・
（1）
秦
兼
種〔
─
〕
在
：
人
長
。
兼
久
の
誤
り
か
。（『
兵
範
』
保
元
1・
1・
11）
下
毛
野
敦
則〔
─
〕
在
：「
厚
則
」に
つ
く
る
。（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）/（『
山
槐
』同
1・
1・
（1）
秦
兼
成〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）/（『
山
槐
』
同
1・
1・
（1）
秦
兼
文〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）/「
大
将
随
身
」。（『
山
槐
』同
1・
1・
1）
狛
光
親〔
─
〕
在
：
左
近
府
生
よ
り
左
兵
衛
尉
に
任
ず
。
（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）
秦
行
重〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』保
元
1・
1・
11）
下
毛
野
武
成〔
─
〕
在
：
藤
原
忠
通
随
身
か
。（『
兵
範
』保
元
1・
1・
（（）/藤
原
基
実
随
身
。（『
山
槐
』
同
1・
1・
11）
一
八
〇
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
（
姓
不
詳
）光
方

〔
─
〕
在
：
狛
光
方
か
。（『
兵
範
』保
元
1・
（1・
11）
中
臣
兼
友〔
─
〕
在
：
藤
原
忠
通
雑
色
長
。（『
兵
範
』保
元
1・
（1・
11）
大
石（
名
不
詳
）

〔
正
六
位
上
〕
在
：「
正
六
位
上
行
」。（『
山
槐
』保
元
1・
1・
1）
秦
兼
盛〔
─
〕
在
：（『
競
秘
』三
月
廿
五
日
）
佐
伯
重
文〔
─
〕
在
：（
同
上
）
平
治
元
年（
1159）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
季
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：
も
と
右
衛
門
府
生
、
薬
師
寺
舞
人
。
（『
楽
所
』）
狛
光
重〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
国〔
─
〕
在
：「
大
将
随
身
」。
藤
原
公
能
随
身
。
（『
山
槐
』平
治
（・
1・
11）
尾
張
兼
次〔
─
〕
在
：「
包
次
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
則
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）助
元

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
季
長〔
─
〕
任
：
左
近
府
生
に
任
ず
。
狛
季
時
男
。
（『
楽
所
』）
大
石
光
堅〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』保
元
1・
（・
1）
永
暦
元
年（
1160）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
石
光
堅〔
─
〕
在
：
庁
頭
。（『
山
槐
』永
暦
（・
（（・
（1）
狛
季
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
重〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
一
八
一
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
安
部
季
遠〔
─
〕
任
：
右
近
府
生
に
任
ず
。（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）助
元

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
公
秀〔
─
〕
任
：
左
近
府
生
に
任
ず
。
光
元
男
。（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）則
正

〔
─
〕
任
：
左
近
府
生
に
任
ず
。（『
楽
所
』）
狛
清
光〔
─
〕
任
：
狛
光
行
男
。
左
近
府
生
に
任
ず
。
（『
楽
所
』）
秦
兼
任〔
─
〕
在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。（『
山
槐
』永
暦
（・
1・
11）
佐
伯
重
文〔
─
〕
在
：（
同
上
）
中
臣
季
近〔
─
〕
任
ヵ
：
府
生
に
任
じ
る
由
あ
り
。（『
山
槐
』永
暦
（・
1・
（1）/「
大
将
随
身
」。（『
山
槐
』同
（・
1・
11）
秦
兼
清〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』永
暦
（・
1・
11）
秦
兼
文〔
─
〕
在
：（
同
上
）
下
毛
野
敦
則〔
─
〕
在
：（
同
上
）
応
保
元
年（
1161）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
重〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
紀
為
安〔
─
〕
任
：
右
近
府
生
に
任
ず
。（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）近
秀

〔
─
〕
任
：
右
近
府
生
に
任
ず
。（『
楽
所
』）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
任〔
─
〕
在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。（『
山
槐
』応
保
（・
1・
（1）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
一
八
二
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
（
姓
不
詳
）助
元

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
公
秀〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）則
正

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：
大
神
是
光
男
。（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）則
廉

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
守
光〔
─
〕
任
：
左
近
府
生
に
任
ず
。
狛
光
行
二
男
。
（『
楽
所
』）
下
毛
野
武
成〔
─
〕
在
：
藤
原
基
実
随
身
。（『
山
槐
』応
保
（・
1・
（1）
秦
兼
成〔
─
〕
在
：「
府
官
人
」。（
同
上
）
狛
季
時〔
─
〕
在
：
府
生
の
労
を
も
っ
て
任
将
曹
の
例
、
不
易
の
例
と
い
え
ど
も「
舞
曲
者
重
代
之
家
業
」、
奉
公
の
労
な
ど
に
よ
り
将
曹
に
任
ず
。（『
大
間
』第
八「
転
任
」）
応
保
2
年（
1162）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
重〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
紀
為
安〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）近
秀

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）助
元

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
公
秀〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）則
正

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
一
八
三
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
（
姓
不
詳
）則
廉

〔
─
〕
在
：
1月
、
鎮
西
に
下
向
す
る
。（『
楽
所
』）
長
寛
元
年（
1163）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
重〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
紀
為
安〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）近
秀

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）助
元

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
公
秀〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）則
正

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）則
廉

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
永
万
元
年（
1165）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
紀
為
安〔
─
〕
在
：「
為
保
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）近
秀

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）助
元

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
公
秀〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
一
八
四
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
（
姓
不
詳
）則
正

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
季
久〔
─
〕
在
：
左
近
府
生
に
任
ず
。
狛
季
時
二
男
。
「
不
伝
舞
曲
」。（『
楽
所
』）
仁
安
元
年（
1166）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
成〔
─
〕
在
：
源
雅
定
随
身
。（『
世
紀
』仁
平
（・
（（・
（（）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
頼
文〔
─
〕
在
：（『
愚
昧
』仁
安
（・
（1・
（1）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
紀
為
安〔
─
〕
在
：「
為
保
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）近
秀

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
中
臣
近
武〔
─
〕
在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。
上
﨟
。（『
兵
範
』,『
愚
昧
』仁
安
（・
（1・
（1）
（
姓
不
詳
）助
元

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
公
秀〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）則
正

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
任〔
─
〕
在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。
上
﨟
。（『
兵
範
』,『
愚
昧
』仁
安
（・
（1・
（1）
仁
安
2
年（
1167）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
敦
助〔
─
〕
在
：「
厚
助
」に
つ
く
る
。（『
兵
範
』仁
安
1・
（1・
1（）/（『
玉
葉
』同
1・
（1・
1（）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
任〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』仁
安
1・
1・
11）/（『
玉
葉
』
同
1・
（1・
1（）/（『
顕
広
』同
1・
（1・
11）
/（『
兵
範
』同
1・
（1・
11）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
下
毛
野
敦
頼〔
─
〕
在
：「
厚
頼
」に
つ
く
る
。（『
兵
範
』仁
安
1・
（1・
1（）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）/諸
会
楽
頭
職
相
伝
。（『
平
遺
』1111）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
敦
澄〔
─
〕
在
：「
厚
澄
」に
つ
く
る
。（『
顕
広
』仁
安
1・
（1・
11）/（『
兵
範
』同
1・
（1・
11）
一
八
五
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
盛〔
─
〕
在
：「
御
随
身
」。（『
山
槐
』仁
安
1・
1・
（（）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
紀
為
安〔
─
〕
在
：「
為
保
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）近
秀

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
尾
張
則
兼〔
─
〕
任
：
右
兵
衛
志
尾
張
則
元
二
男
。
右
近
府
生
に
任
ず
。（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）助
元

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
国〔
─
〕
在
：（『
顕
広
』仁
安
1・
1・
（1）/後
白
河
上
皇
随
身
。（『
山
槐
』同
1・
1・
（1）/後
白
河
上
皇
随
身
。（『
顕
広
』仁
安
1・
1・
11）/（『
玉
葉
』同
1・
（1・
1（）/（『
顕
広
』
同
1・
（1・
11）/「
院
左
府
生
」。（『
兵
範
』
同
1・
（（・
1（）/後
白
河
上
皇
随
身
。（『
兵
範
』同
1・
（（・
11）
豊
原
公
秀〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
頼
文〔
─
〕
在
：「
左
官
人
」。（『
顕
広
』仁
安
1・
1・
（1）/後
白
河
上
皇
随
身
。「
左
府
生
」。
（『
山
槐
』同
1・
1・
11）/後
白
河
上
皇
随
身
。（『
顕
広
』仁
安
1・
1・
11）/（『
兵
範
』
,『
玉
葉
』同
1・
（1・
1（）/「
左
近
府
生
」。
（『
愚
昧
』同
1・
（1・
1（）/（『
顕
広
』同
1・
（1・
11）/後
白
河
上
皇
随
身
。（『
兵
範
』
同
1・
（（・
11）
（
姓
不
詳
）則
正

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
清〔
─
〕
在
：
人
長
。（『
愚
昧
』仁
安
1・
1・
11）/
人
長
。
藤
原
基
房
随
身
。（『
山
槐
』同
1・
1・
（1）/「
右
府
生
」。（『
山
槐
』同
1・
1・
11）/藤
原
基
房
随
身
。（『
顕
広
』同
1・
1・
11）/（『
玉
葉
』同
1・
（1・
1（）/（『
顕
広
』同
1・
（1・
11）/（『
兵
範
』同
1・
（1・
11）/藤
原
基
房
随
身
か
。（『
兵
範
』仁
安
1・
（（・
11）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
武
春〔
─
〕
在
：（『
顕
広
』仁
安
1・
（1・
11）/（『
兵
範
』同
1・
（1・
11）/「
左
府
生
」。（『
兵
範
』同
1・
（1・
（1）
小
部
元
清〔
─
〕
任
：
左
近
府
生
に
任
ず
。
小
部
清
久
男
。
（『
楽
所
』）
下
毛
野
諸
武〔
─
〕
在
：「
師
武
」に
つ
く
る
。（『
顕
広
』仁
安
1・
（1・
11）/（『
兵
範
』同
1・
（1・
11）/
（『
兵
範
』同
1・
（（・
（1）
狛
行
元〔
─
〕
任
：
（1月
、
左
近
府
生
に
任
ず
。（『
楽
所
』）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：「
大
将
殿
随
身
」。（『
山
槐
』仁
安
1・
1・
11）/藤
原
忠
雅
随
身
。（『
顕
広
』仁
安
1・
1・
11）/（『
玉
葉
』同
1・
（1・
1（）
一
八
六
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
紀
重
延〔
─
〕
任
：
左
近
府
生
に
任
ず
。
紀
元
延
男
。
（『
楽
所
』）
下
毛
野
敦
経〔
─
〕
在
：
藤
原
経
宗
随
身
。「
敦
恒
」に
つ
く
る
。（『
山
槐
』仁
安
1・
1・
11）/「
厚
経
」
に
つ
く
る
。
藤
原
経
宗
随
身
。（『
顕
広
』
仁
安
1・
1・
11）/（『
玉
葉
』同
1・
（1・
1（）
坂
上
行
兼〔
─
〕
任
：
（（月
、
左
近
府
生
に
任
ず
。（『
楽
所
』）
狛
時
永〔
─
〕
任
：
左
近
府
生
に
任
ず
。
狛
季
長
男
。
（『
楽
所
』）
秦
兼
成〔
─
〕
在
：「
右
官
人
」。（『
顕
広
』仁
安
1・
1・
（1）/後
白
河
上
皇
随
身
。（『
山
槐
』同
1・
1・
（1）/平
清
盛
随
身
。（『
山
槐
』,『
顕
広
』同
1・
1・
11）/人
長
。（『
内
侍
所
御
神
楽
部
類
』仁
安
二
年
）/人
長
。（『
兵
範
』
同
1・
（1・
11）/「
府
者
」。
人
長
。（『
兵
範
』同
1・
（（・
11）
下
毛
野
武
成〔
─
〕
在
：
藤
原
基
房
随
身
か
。（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
11）/（『
顕
広
』
同
1・
（1・
11）/
（『
兵
範
』同
1・
（1・
11）/「
府
」。（『
兵
範
』同
1・
（（・
11）/雑
色
長
。（『
兵
範
』
同
1・
（1・
（）
下
毛
野
公
貞〔
─
〕
在
：（『
顕
広
』仁
安
1・
（1・
11）/（『
兵
範
』同
1・
（1・
11）
下
毛
野
敦
国〔
─
〕
在
：「
厚
国
」に
つ
く
る
。（『
顕
広
』仁
安
1・
（1・
11）/（『
兵
範
』同
1・
（1・
11）/
「
左
番
長
」と
あ
り
。（『
兵
範
』同
1・
（（・
（1）
中
臣
季
近〔
─
〕
在
：
藤
原
基
房
随
身
。（『
山
槐
』,『
顕
広
』
仁
安
1・
1・
11）/藤
原
基
房
随
身
か
。
（『
兵
範
』同
1・
（（・
11）
狛
清
光〔
─
〕
在
：
狛
光
行
嫡
子
。「
光
清
と
す
る
は
誤
り
か
。
光
行
よ
り
諸
会
楽
頭
職
を
相
伝
す
る
。（『
平
遺
』1111）
仁
安
3
年（
1168）
狛
行
時〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
春
長〔
─
〕
在
：（『
高
倉
院
御
即
位
記
』）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）/（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
（1）
下
毛
野
敦
直〔
─
〕
在
：
誤
り
あ
る
か
。（『
高
倉
院
御
即
位
記
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
一
八
七
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
紀
為
安〔
─
〕
在
：「
為
保
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）/（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
（1）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）近
秀

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
尾
張
則
兼〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）助
元

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
清〔
─
〕
在
：「
本
家
官
人
」。（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
（1）/「
殿
下
右
府
生
」、「
自
院
召
給
之
」。（『
百
錬
抄
』同
1・
1・
（1）/藤
原
基
房
随
身
。（『
愚
昧
』同
1・
1・
（1）
豊
原
公
秀〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
頼
文〔
─
〕
在
：「
院
右
府
生
」（
院
後
白
河
上
皇
）。
（『
愚
昧
』仁
安
1・
1・
（1）/「
院
官
人
」。
（『
兵
範
』同
1・
1・
（1）/院
右
府
生
。（『
百
錬
抄
』同
1・
1・
（1）/「
候
院
」。（『
愚
昧
』
同
1・
1・
（1）/（『
兵
範
』同
1・
1・
11）
（
姓
不
詳
）則
正

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
任〔
─
〕
在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
1）/後
白
河
上
皇
随
身
、「
候
府
」。
（『
愚
昧
』同
1・
1・
1）/「
左
府
生
」。（『
愚
昧
』同
1・
1・
（1）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：
藤
原
忠
雅
随
身
か
。（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
（1）/雑
色
長
。（
在
：『
兵
範
』同
1・
1・
11）
小
部
元
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
守
正〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
（1）
狛
行
元〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
方〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
11）
紀
重
延〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
秦
兼
成〔
─
〕
在
：
随
身
。（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
11）/
人
長
。（『
兵
範
』,『
愚
昧
』同
（（・
（1）/
「
左
近
府
生
」。（『
兵
範
』同
1・
（1・
（1）
坂
上
行
兼〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
下
毛
野
諸
武〔
─
〕
在
：「
師
武
」に
つ
く
る
。（『
洞
院
』「
仁
安
三
年
二
月
」）
狛
則
房〔
─
〕
任
：
左
近
府
生
に
任
ず
。
狛
則
近
男
。
（『
楽
所
』）
狛
利
光
任
：
左
近
府
生
に
任
ず
。
狛
光
行
三
男
。
（『
楽
所
』）
秦
兼
国〔
─
〕
在
：
後
白
河
上
皇
随
身
・（『
愚
昧
』仁
安
1・
1・
1）/人
長
。「
院
官
人
」。（『
兵
範
』
同
1・
1・
（1）/「
院
左
府
生
」。（『
百
錬
抄
』同
1・
1・
（1）
一
八
八
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
中
臣
季
近〔
─
〕
在
：「
本
家
官
人
」。
藤
原
基
房
随
身
か
。
（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
（1）/「
殿
下
左
府
生
」。（『
百
錬
抄
』同
1・
1・
（1）/藤
原
基
房
随
身
か
。（『
愚
昧
』同
1・
1・
（1）
下
毛
野
敦
経〔
─
〕
在
：（『
高
倉
院
御
即
位
記
』）/藤
原
経
宗
随
身
か
。（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
（1）
清
原
助
光〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
（1）
下
毛
野
武
成〔
─
〕
在
：
雑
色
長
。（『
兵
範
』仁
安
1・
1・
11）
嘉
応
元
年（
1169）
秦
兼
成〔
─
〕
在
：
人
長
。（『
兵
範
』嘉
応
（・
（・
11）/
人
長
。「
左
近
将
曹
」。（『
兵
範
』同
（・
1・
11）/人
長
。「
左
近
府
生
」。（『
兵
範
』
同
（・
（（・
1（）
秦
近
文〔
─
〕
在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。（『
兵
範
』嘉
応
（・
1・
（1）
秦
兼
国〔
─
〕
在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。（『
兵
範
』嘉
応
（・
1・
（1）/後
白
河
上
皇
随
身
に
任
ず
。
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『
兵
範
』嘉
応
（・
1・
1）
秦
兼
清〔
─
〕
在
：
藤
原
基
房
随
身
。（『
兵
範
』嘉
応
（・
1・
（1）
中
臣
季
近〔
─
〕
在
：
藤
原
基
房
随
身
。「
末
近
」に
つ
く
る
。（『
兵
範
』嘉
応
（・
1・
（1）
秦
頼
文〔
─
〕
在
：「
院
右
府
生
」。（『
兵
範
』嘉
応
（・
1・
11）/後
白
河
上
皇
随
身
に
任
ず
。
左
府
生
に
転
任
。（『
兵
範
』同
（・
1・
1）/後
白
河
上
皇
随
身
。（『
落
飾
』同
（・
1・
（1）
中
臣
近
武〔
─
〕
任
：
後
白
河
上
皇
随
身
に
任
ず
。
父
重
近
の
将
曹
を
辞
し
、
男
近
武
の
任
府
生
の
申
し
に
よ
り
、
左
近
番
長
よ
り
右
近
府
生
に
任
ず
。（『
兵
範
』嘉
応
（・
1・
1）/後
白
河
上
皇
随
身
。（『
落
飾
』同
（・
1・
（1）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：（『
愚
昧
』嘉
応
（・
1・
（1）
嘉
応
2
年（
1170）
大
神
是
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
清
貞〔
─
〕
在
：
承
安
1年
、
死
去
。（『
楽
所
』）
狛
光
久〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
三
宅
正
光〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
行〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
清
原
種
方〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
助〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
景〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
紀
為
安〔
─
〕
在
：「
為
保
」に
つ
く
る
。
治
承
元
年
に
死
去
か
。（『
楽
所
』）
小
部
清
近〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）近
秀

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
一
八
九
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
（
姓
不
詳
）助
元

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
尾
張
則
兼〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
豊
原
公
秀〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）則
正

〔
─
〕
在
：
承
安
1年
、
死
去
。（『
楽
所
』）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
小
部
元
清〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
行
元〔
─
〕
在
：
承
安
1年
、
死
去
。（『
楽
所
』）
紀
重
延〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
坂
上
行
兼〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
則
房〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
利
光
在
：（『
楽
所
』）
秦
頼
文〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』嘉
応
1・
1・
（1）
秦
兼
任〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
兼
清〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』嘉
応
1・
1・
（1）/後
白
河
上
皇
随
身
。（『
兵
範
』同
1・
1・
（1）
中
臣
近
武〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』嘉
応
1・
1・
（1）
下
毛
野
敦
景〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』嘉
応
1・
1・
（1）/後
白
河
上
皇
随
身
。「
番
生
原
景
」は
誤
り
か
。
（『
兵
範
』同
1・
1・
（1）
下
毛
野
諸
武〔
─
〕
在
：（『
兵
範
』嘉
応
1・
1・
（1）
下
毛
野
武
成〔
─
〕
在
：
雑
色
長
。（『
兵
範
』嘉
応
1・
1・
11）
/雑
色
長
。
衛
府
長
。（『
玉
葉
』同
1・
1・
11）
承
安
元
年（
1171）
大
神
是
光〔
─
〕
故
：
こ
の
年
死
去
。（『
楽
所
』）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：
左
近
か
。（『
玉
葉
』承
安
（・
1・
（1）
下
毛
野
諸
武〔
─
〕
在
：
鷹
飼
。（『
玉
葉
』承
安
（・
（・
（1）/
鷹
飼
。「
右
近
府
生
」。「
師
武
」に
つ
く
る
。（『
愚
昧
』同
（・
（・
（1）
承
安
2
年（
1172）
中
臣
季
近〔
─
〕
在
：
衛
府
長
。（『
玉
葉
』承
安
1・
1・
1（）
豊
原
為
持〔
─
〕
在
：
右
近
将
曹
転
任
を
申
す
。「
為
茂
」に
つ
く
る
。（『
魚
魯
』別
録
巻
第
一「
承
安
二
年
春
除
目
申
文
目
録
」）
秦
兼
清〔
─
〕
在
：
藤
原
基
房
随
身
か
。（『
玉
葉
』承
安
1・
（・
（）
狛
光
久〔
─
〕
在
：「
功
」に
よ
り
雅
楽
属
遷
任
を
申
す
。
（『
魚
魯
』別
録
巻
第
一「
承
安
二
年
春
除
目
申
文
目
録
」）
秦
頼
文〔
─
〕
在
：「
大
将
随
身
」。（『
玉
葉
』承
安
1・
1・
11）
狛
行
久〔
─
〕
在
：
府
奏
に
よ
り
将
曹
転
任
を
申
す
。
（『
魚
魯
』別
録
巻
第
一「
承
安
二
年
春
除
目
申
文
目
録
」）
一
九
〇
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
承
安
4
年（
1174）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』承
安
1・
1・
11）
下
毛
野
敦
経〔
─
〕
在
：「
敦
恒
」に
つ
く
る
。（『
吉
記
』承
安
1・
1・
1）
安
元
元
年（
1175）
秦
兼
宗〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』安
元
（・
1・
1）
安
元
2
年（
1176）
下
毛
野
敦
助〔
─
〕
在
：（『
吉
記
』,『
顕
広
』安
元
1・
1・
11）
下
毛
野
敦
景〔
─
〕
在
：「
殿
下
右
府
生
」（
殿
下
藤
原
基
房
）。
（『
吉
記
』安
元
1・
1・
11）/（『
顕
広
』同
1・
1・
11）
下
毛
野
敦
経〔
─
〕
在
：
御
馬
乗
。（『
玉
葉
』安
元
1・
1・
1）
秦
頼
文〔
─
〕
在
：（
同
上
）
中
臣
近
武〔
─
〕
在
：（『
吉
記
』,『
顕
広
』安
元
1・
1・
11）
佐
伯
近
文〔
─
〕
在
：
藤
原
師
長
随
身
か
。（『
吉
記
』安
元
1・
1・
11）
秦
兼
清〔
─
〕
在
：（『
吉
記
』安
元
1・
1・
11）
秦
兼
宗〔
─
〕
在
：（
同
上
）
治
承
元
年（
1177）
（
姓
不
詳
）近
直

〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』治
承
（・
（1・
（1）
下
毛
野
敦
助〔
─
〕
在
：「
敦
佐
」に
つ
く
る
。（『
顕
広
』治
承
（・
1・
（1）/「
敦
佐
」に
つ
く
る
。
後
白
河
上
皇
随
身
か
。（『
山
槐
』同
（・
（1・
（1）
秦
頼
文〔
─
〕
在
：（『
愚
昧
』治
承
（・
1・
11）/（『
顕
広
』
同
（・
1・
（1）/人
長
。「
人
長
頼
文
、
骨
法
不
受
躰
。
容
止
頗
別
様
歟
」と
評
す
。
（『
愚
昧
』同
（・
（（・
11）
豊
原
公
秀〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
兼
宗〔
─
〕
在
：（『
顕
広
』治
承
（・
1・
（1）/随
身
。
（『
愚
昧
』同
（・
1・
1）/後
白
河
上
皇
随
身
か
。（『
山
槐
』同
（・
（1・
（1）
中
臣
近
武〔
─
〕
在
：
重
服
。（『
愚
昧
』治
承
（・
1・
11）/
随
身
。（『
愚
昧
』同
（・
1・
（1）
安
倍
季
遠〔
─
〕
在
：（
同
上
）
紀
為
安〔
─
〕
在
：「
為
保
」に
つ
く
る
。（『
山
槐
』治
承
（・
（1・
（1）
秦
兼
清〔
─
〕
在
：「
候
院
」。（『
愚
昧
』治
承
（・
1・
11）
/（『
顕
広
』同
（・
1・
（1）
〔
姓
不
詳
〕行
光

〔
─
〕
在
：（
同
上
）
平
宗
清〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』治
承
（・
（1・
（1）
（
姓
不
詳
）近
清

〔
─
〕
在
：（
同
上
）
豊
原
為
成〔
─
〕
在
：（
同
上
）
治
承
2
年（
1178）
秦
頼
文〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』治
承
1・
1・
1）/（『
玉
葉
』
同
1・
（1・
（1）/将
曹
に
任
ず
。（『
玉
葉
』
同
1・
（1・
11）
下
毛
野
敦
助〔
─
〕
在
：「
敦
佐
」に
つ
く
る
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
1）
大
石
久
直〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』治
承
1・
（1・
11）
秦
兼
宗〔
─
〕
在
：（
同
上
）
大
石
季
景〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：（
同
上
）
紀
重
延〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
敦
頼〔
─
〕
在
：（
同
上
）
大
神
是
弘〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
兼
清〔
─
〕
在
：
藤
原
基
房
随
身
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
（1）
豊
原
公
秀〔
─
〕
在
：（
同
上
）
下
毛
野
敦
兼〔
─
〕
在
：「
敦
廉
」の
誤
り
か
。
藤
原
基
房
随
身
。（
同
上
）
清
原
助
成〔
─
〕
在
：（
同
上
）
三
宅
守
正〔
─
〕
在
：「
盛
正
」に
つ
く
る
。（『
玉
葉
』治
承
1・
（1・
11）
一
九
一
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
豊
原
公
久〔
─
〕
在
：（
同
上
）
玉
手
宗
清〔
─
〕
在
：（
同
上
）
物
部
安
国〔
─
〕
在
：（
同
上
）
玉
手
近
清〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
重
次〔
─
〕
在
：（
同
上
）
紀
為
安〔
─
〕
在
：（
同
上
）
矢
田
部
成
吉〔
─
〕
在
：（
同
上
）
下
毛
野
武
春〔
─
〕
在
：
一
員
。（
同
上
）
藤
井
近
安〔
─
〕
在
：（
同
上
）
豊
原
行
光〔
─
〕
在
：
或
い
は「
行
元
」か
。（
同
上
）
建
部
国
安〔
─
〕
在
：（
同
上
）
尾
張
則
兼〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
末
次〔
─
〕
在
：（
同
上
）
尾
張
兼
遠〔
─
〕
在
：（
同
上
）
建
部
安
茂〔
─
〕
在
：（
同
上
）
玉
手
定
清〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』治
承
1・
（（・
1）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：（
同
上
）
豊
原
行
元〔
─
〕
在
：（
同
上
）
尾
張
兼
助〔
─
〕
在
：（
同
上
）
下
毛
野
敦
景〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』治
承
1・
（1・
（1）
建
部
成
安〔
─
〕
在
：（
同
上
）
紀
光
末〔
─
〕
在
：「
紀
光
季
」と
同
一
か
。（
同
上
）
大
神
武
吉〔
─
〕
在
：（
同
上
）
藤
井
国
正〔
─
〕
在
：（
同
上
）
紀
有
行〔
─
〕
在
：（
同
上
）
大
原
武
次〔
─
〕
在
：（
同
上
）
春
日
共
枝〔
─
〕
在
：（
同
上
）
清
原
有
里〔
─
〕
在
：（
同
上
）
下
毛
野
諸
武〔
─
〕
在
：「
師
武
」に
つ
く
る
。（『
玉
葉
』治
承
1・
（1・
11）/藤
原
基
房
随
身
。（『
玉
葉
』
,『
顕
広
』同
1・
（1・
11）
治
承
3
年（
1179）
下
毛
野
諸
武〔
─
〕
在
：
藤
原
基
房
随
身
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
1）/藤
原
師
長
随
身
。（『
山
槐
』同
1・
1・
1）/藤
原
基
房
随
身
。
雑
色
長
。（『
山
槐
』同
1・
1・
11）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：「
末
遠
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
下
毛
野
氏
安〔
─
〕
在
：「
武
安
」の
誤
り
か
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
1（）
下
毛
野
敦
景〔
─
〕
在
：
藤
原
基
房
随
身
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
1）/藤
原
師
長
随
身
か
。（『
山
槐
』同
1・
1・
1）/藤
原
基
房
随
身
。（『
山
槐
』同
1・
1・
11）/「
左
府
生
」。（『
山
槐
』同
1・
1・
1（）
大
石
久
直〔
─
〕
在
：
庁
頭
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
1）/大
石
範
直
子
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
11）
秦
兼
宗〔
─
〕
在
：「
祗
候
院
者
」。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
11）/「
左
府
生
」。（『
山
槐
』同
1・
1・
1（）
大
石
季
景〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』治
承
1・
（1・
11）
下
毛
野
敦
助〔
─
〕
在
：「
敦
佐
」に
つ
く
る
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
1（）
一
九
二
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
治
承
4
年（
1180）
秦
兼
平〔
─
〕
在
：「
兼
衡
」に
つ
く
る
。
藤
原
基
通
随
身
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
1）/高
倉
上
皇
随
身
。（『
山
槐
』同
1・
1・
（1）/左
近
府
生
中
臣
近
武
を
右
近
将
曹
に
任
ず
に
よ
り
、
右
近
府
生
兼
平
、
左
近
府
生
に
転
任
す
る
。（『
山
槐
』同
1・
1・
11）/「
右
府
生
」。（『
山
槐
』同
1・
1・
11）/「
院
御
随
身
」。（『
玉
葉
』同
1・
1・
1））/高
倉
上
皇
随
身
を
停
め
、
本
府
に
戻
る
。（『
山
槐
』
同
1・
1・
11）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：「
末
遠
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
佐
伯
国
方〔
─
〕
在
：「
国
賢
」に
つ
く
る
。（『
山
槐
』治
承
1・
（1・
1）
佐
伯
近
文〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』治
承
1・
1・
（1）
中
臣
頼
文〔
─
〕
在
：
名
に
誤
り
あ
る
か
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
1）
中
臣
近
武〔
─
〕
在
：
藤
原
基
通
随
身
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
1）/高
倉
上
皇
随
身
。「
左
府
生
」。
（『
山
槐
』同
1・
1・
（1）/「
右
近
衛
府
生
」
よ
り
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『
山
槐
』同
1・
1・
1（）/「
左
府
生
」よ
り「
右
将
曹
」に
任
じ
る
の
記
述
。（『
山
槐
』同
1・
1・
11）
下
毛
野
敦
重〔
─
〕
在
：
高
倉
上
皇
随
身
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
（1）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』治
承
1・
1・
（1）/右
近
府
生
か
。（『
玉
葉
』同
1・
1・
1）
下
毛
野
敦
助〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』治
承
1・
1・
（1）
下
毛
野
敦
景〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』治
承
1・
1・
（1）/高
倉
上
皇
随
身
。（『
山
槐
』治
承
1・
1・
11）/高
倉
上
皇
随
身
を
停
め
、
本
府
に
戻
る
。
（『
山
槐
』同
1・
1・
11）
下
毛
野
武
春〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』治
承
1・
1・
1）
秦
重
房〔
─
〕
在
：「
本
府
官
人
」。（『
玉
葉
』治
承
1・
1・
1）/（『
玉
葉
』同
1・
1・
1）
三
宅
守
正〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』治
承
1・
1・
1）
豊
原
行
元〔
─
〕
在
：（
同
上
）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：（
同
上
）
養
和
元
年（
1181）
大
石
久
直〔
─
〕
在
：
将
曹
転
任
を
申
す
。（『
吉
記
』養
和
（・
1・
11）
（
姓
不
詳
）正
保

〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』養
和
（・
1・
1）
下
毛
野
敦
助〔
─
〕
在
：（『
吉
記
』養
和
（・
1・
（1）
大
神
宗
賢〔
─
〕
在
：「
左
近
将
監
」転
任
を
申
す
。（『
吉
記
』養
和
（・
1・
11）
下
毛
野
武
安〔
─
〕
在
：「
殿
下
左
府
生
」（
殿
下
藤
原
基
通
）。
（『
吉
記
』養
和
（・
（（・
1）
三
宅
守
正〔
─
〕
在
：
将
曹
転
任
を
申
す
。（『
吉
記
』養
和
（・
1・
11）
寿
永
2
年（
1183）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：「
末
遠
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
一
九
三
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
元
暦
元
年（
1184）
大
石
久
直〔
─
〕
在
：
左
近
庁
頭
。（『
親
経
』元
暦
（・
1・
11）/（『
山
槐
』同
（・
1・
11）/左
近
官
人
。
（『
愚
昧
』同
（・
（（・
1（）
安
部
季
遠〔
─
〕
在
：「
末
遠
」に
つ
く
る
。（『
楽
所
』）
下
毛
野
諸
武〔
─
〕
在
：
藤
原
基
通
随
身
。「
師
武
」に
つ
く
る
。（『
玉
葉
』元
暦
（・
（1・
（1）
紀
為
安〔
─
〕
在
：「
為
保
」に
つ
く
る
。（『
山
槐
』元
暦
（・
1・
11）
下
毛
野
敦
景〔
─
〕
在
：「
候
院
」。（『
玉
葉
』元
暦
（・
（1・
（1）/「
厚
次
」父
。
翌
年
死
去
す
る
か
。
（『
玉
葉
』文
治
1・
1・
1（）
三
宅
守
正〔
─
〕
在
：「
盛
正
」に
つ
く
る
。（
同
上
）
秦
兼
平〔
─
〕
在
：「
候
院
」。（『
玉
葉
』元
暦
（・
（1・
（1）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：「
本
府
」。（『
玉
葉
』元
暦
（・
（1・
（1）/右
近
府
生
。（『
玉
葉
』同
（・
（1・
1（）/左
近
府
生
。（『
玉
葉
』同
（・
1・
1（）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：
藤
原
基
通
随
身
。「
武
盛
」に
つ
く
る
。（『
玉
葉
』元
暦
（・
（1・
（1）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：「
候
院
」。（『
玉
葉
』元
暦
（・
（1・
（1）
文
治
元
年（
1185）
下
毛
野
武
安〔
─
〕
在
：（『
山
槐
』文
治
（・
1・
11）
下
毛
野
敦
重〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』文
治
（・
1・
1（）
秦
兼
平〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：（
同
上
）/「
恒
方
子
」。（『
文
治
』）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』文
治
（・
1・
1（）
佐
伯
近
文〔
─
〕
在
：（
同
上
）
佐
伯
国
方〔
─
〕
在
：（
同
上
）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：「
武
盛
」に
つ
く
る
。（『
山
槐
』文
治
（・
1・
11）/「
武
盛
」に
つ
く
る
。「
武
成
子
」。（『
文
治
』）
下
毛
野
敦
澄〔
─
〕
在
：「
厚
澄
」に
つ
く
る
。（『
玉
葉
』文
治
（・
1・
1（）/「
敦
忠
子
」。（『
文
治
』）
文
治
2
年（
1186）
秦
兼
平〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』文
治
1・
1・
（1）
秦
兼
次〔
─
〕
在
：
藤
原
兼
実
随
身
。
秦
兼
頼
子
。「
本
候
院
左
番
長
」。（『
玉
葉
』文
治
1・
1・
（1）/前
駆
を
務
め
る
に「
自
院
被
遣
之
者
也
。
仍
殊
為
饗
応
最
前
所
賜
」と
あ
り
。
（『
玉
葉
』同
1・
1・
1）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：
衛
府
長
。（『
玉
葉
』文
治
1・
1・
11）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：
藤
原
兼
実
随
身
。（『
玉
葉
』文
治
1・
1・
（1）/上
﨟
。（『
玉
葉
』同
1・
1・
11）/
衛
府
長
。（『
玉
葉
』同
1・
1・
11）
文
治
3
年（
1187）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』文
治
1・
（・
1）/藤
原
兼
実
随
身
。（『
玉
葉
』同
1・
1・
1）
文
治
4
年（
1188）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：
後
白
河
上
皇
随
身
か
。（『
玉
葉
』文
治
1・
（・
11）
文
治
5
年（
1189）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：「
余
左
府
生
」（
余
藤
原
兼
実
）。（『
玉
葉
』文
治
1・
1・
（1）/藤
原
兼
実
随
身
。
（『
玉
葉
』同
1・
（1・
11）/雑
色
長
。（『
玉
葉
』同
1・
（1・
（（）
秦
兼
澄〔
─
〕
任
：
兼
春
補
任
に
よ
り
超
越
す
べ
か
ら
ず
に
よ
り
、
府
生
に
任
ず
。
随
身
。（『
愚
昧
』文
治
1・
1・
（1）
秦
兼
清〔
─
〕
在
：（『
愚
昧
』文
治
1・
1・
1）
一
九
四
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
建
久
元
年（
1190）
秦
兼
平〔
─
〕
在
：
御
随
身
。「
八
条
院
領
紀
伊
國
三
上
庄
者
兼
平
譜
第
相
伝
地
也
」。
地
頭
豊
嶋
有
経
の
対
捍
を
鎌
倉
方
へ
訴
え
申
す
に
対
し
、
済
物
沙
汰
す
べ
き
の
下
文
を
仰
す
こ
と
あ
り
。（『
吾
妻
』建
久
（・
1・
11）/召
次
長
。（『
愚
昧
』同
（・
（1・
（1）/「
右
府
生
」。
源
頼
朝
の
随
身
と
せ
ん
が
た
め
、
院
の
仰
せ
に
よ
り
番
長
に
任
ず
。（『
吾
妻
』同
（・
（（・
11）/左
近
番
長
に
任
ず
。
（『
百
錬
抄
』同
（・
（1・
（）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：
藤
原
兼
実
随
身
。（『
玉
葉
』建
久
（・
（1・
11）
播
磨
貞
弘〔
─
〕
在
：
下
﨟
随
身
に
任
ず
。（
同
上
）
秦
兼
次〔
─
〕
在
：
藤
原
兼
実
随
身
。（
同
上
）
建
久
2
年（
1191）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』建
久
1・
1・
11）/衛
府
長
。
「
余
左
府
生
」（
余
藤
原
兼
実
）。（『
玉
葉
』
同
1・
1・
11）
秦
兼
次〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』建
久
1・
1・
11）/衛
府
長
。
「
余
右
府
生
」（
余
藤
原
兼
実
）。（『
玉
葉
』
同
1・
1・
11）/雑
色
長
。（『
玉
葉
』同
1・
1・
11）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』建
久
1・
1・
11）
秦
兼
峯〔
─
〕
在
：
御
随
身
。
所
領
が
た
め
、
紀
伊
國
三
上
庄
地
頭
職
豊
嶋
有
経
の
替
え
を
鎌
倉
方
へ
訴
え
申
し
、
源
頼
朝
の
任
大
将
以
来
の
功
に
よ
り
認
む
。（『
吾
妻
』建
久
1・
（1・
1）
（
姓
不
詳
）公
秀

〔
─
〕
在
：（『
吾
妻
』建
久
1・
（（・
11）
三
宅
守
正〔
─
〕
在
：（『
吾
妻
』建
久
1・
（（・
11）
建
久
3
年（
1192）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：「
余
左
府
生
」（
余
藤
原
兼
実
）。（『
玉
葉
』建
久
1・
1・
（1）
建
久
4
年（
1193）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：
藤
原
兼
実
随
身
。（『
玉
葉
』建
久
1・
（・
（）
建
久
5
年（
1194）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』建
久
1・
1・
（1）/「
殿
下
左
府
生
」。（『
百
錬
抄
』同
1・
1・
（1）/雑
色
長
。（『
玉
葉
』同
1・
1・
（1）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』建
久
1・
1・
（1）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：（『
玉
葉
』建
久
1・
1・
（1）
秦
兼
隆〔
─
〕
在
：（
同
上
）
佐
伯
国
方〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
兼
直〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
兼
景〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
清
景〔
─
〕
在
：（
同
上
）
建
久
6
年（
1195）
清
原
助
直〔
─
〕
在
：（『
続
録
』東
大
寺
供
養
事
建
久
記
）
安
倍
季
国〔
─
〕
在
：（『
続
録
』東
大
寺
供
養
事
建
久
記
）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：
衛
府
長
。（『
玉
葉
』建
久
1・
（・
1）
大
石
久
景〔
─
〕
在
：（『
続
録
』東
大
寺
供
養
事
建
久
記
）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：
藤
原
良
経
随
身
。（『
三
長
』建
久
1・
（（・
（1）
一
九
五
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
建
久
7
年（
1196）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：「
殿
下
左
府
生
」。（『
百
錬
抄
』建
久
1・
1・
（1）/（『
明
月
』同
1・
1・
11）
秦
頼
武〔
─
〕
在
：
殿
下
右
府
生
。
同
姓
同
名
の
人
物
が
左
近
番
長
に
あ
り
。（『
百
錬
抄
』建
久
1・
1・
（1）/「
殿
下
右
」。（『
明
月
』同
1・
1・
11）
秦
行
弘〔
─
〕
在
：「
殿
下
府
生
」（
殿
下
藤
原
兼
実
）。
（『
百
錬
抄
』建
久
1・
1・
（1）
藤
原
光
清

〔
正
六
位
上
〕
在
：「
被
兼
任
諸
国
掾
」こ
と
を
望
む
。
（『
大
間
』第
五「
諸
衛
兼
国
」）
下
毛
野
敦
澄〔
─
〕
在
：「
本
府
」。（『
明
月
』建
久
1・
1・
11）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：「
左
大
将
府
生
」（
左
大
将
九
条
良
経
）。（『
百
錬
抄
』建
久
1・
1・
（1）/（『
明
月
』同
1・
1・
11）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：「
本
府
」。（
同
上
）
（
姓
不
詳
）近
文

〔
─
〕
在
：「
本
府
」。（
同
上
）
佐
伯
国
方〔
─
〕
在
：「
本
府
」。（
同
上
）
秦
兼
直〔
─
〕
在
：「
本
府
」。（
同
上
）
建
久
8
年（
1197）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：「
雑
色
長
左
府
生
」。（『
猪
隈
』建
久
1・
1・
1、
（1・
（1）
中
原
俊
光〔
─
〕
在
：
一
員
随
身
。（『
猪
隈
』建
久
1・
1・
1）
建
久
9
年（
1198）
秦
兼
直〔
─
〕
在
：（『
明
月
』建
久
1・
（・
（1）/後
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。（『
三
長
』同
1・
（・
1（）/
後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
11）/「
院
左
府
生
」。（『
百
錬
抄
』同
1・
1・
（1）/左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
1）/（『
建
久
』）
秦
頼
秀〔
─
〕
在
：「
院
右
府
生
」。（『
百
錬
抄
』建
久
1・
1・
（1）
秦
兼
澄〔
─
〕
在
ヵ
：（『
明
月
』建
久
1・
（・
（1）
豊
原
忠
秋〔
─
〕
在
：
同
日
将
曹
に
任
じ
る
か
。（『
明
月
』
建
久
1・
（・
（1）
秦
頼
武〔
─
〕
在
：「
依
武
」に
つ
く
る
。（『
明
月
』建
久
1・
（・
（1）/後
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。「
頼
氏
」に
つ
く
る
。（『
三
長
』建
久
1・
（・
1（）
紀
重
延〔
─
〕
在
：
仮
随
身
。（『
猪
隈
』建
久
1・
1・
（1）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：「
雑
色
長
左
府
生
」。（『
猪
隈
』建
久
1・
（・
1）/も
と
藤
原
基
通
随
身
。
左
府
生
た
る
も
基
通
の
仰
せ
に
よ
り
番
長
と
す
る
。（『
猪
隈
』同
1・
（・
（1）/藤
原
家
実
の
随
身
と
す
る
た
め
番
長
に
任
ず
。（『
明
月
』同
1・
（・
11）
下
毛
野
師
武
子

〔
─
〕
在
：
下
毛
野
武
守
を
藤
原
家
実
の
随
身
と
す
る
た
め
に
番
長
に
任
じ
、
そ
の
替
と
し
て
左
近
に
渡
る
。（『
明
月
』建
久
1・
（・
11）
大
石
久
景〔
─
〕
在
：
左
近
庁
頭
。（『
猪
隈
』建
久
1・
（・
11）/左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
1）
下
毛
野
武
宗〔
─
〕
任
：
下
毛
野
師
武
子
、
右
府
生
よ
り
左
府
生
に
渡
る
に
よ
り
、
武
宗
を
右
府
生
に
任
じ
る
か
。
下
毛
野
武
安
子
。（
同
上
）
下
毛
野
久
武〔
─
〕
在
：「
殿
下
左
府
生
」（
殿
下
藤
原
基
通
）。
（『
猪
隈
』建
久
1・
1・
11）/左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』
同
1・
1・
1、
1・
1）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
甲
）人
長
。（『
猪
隈
』建
久
1・
1・
（1）
中
臣
恒
元〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
1）
中
原
俊
光〔
─
〕
在
：「
三
中
記
」で
は「
俊
光
」と
す
る
。
「
師
直
記
」で
は「
俊
元
」。（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
甲
）
一
九
六
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
1）
下
毛
野
助
廉〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
1）
清
原
助
直〔
─
〕
在
：（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
甲
）/左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
1）
狛
時
実〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
1）
中
臣
武
恒〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
1）
下
毛
野
敦
綱〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
1）
佐
伯
国
方〔
─
〕
在
：
随
身
。「
自
本
府
進
差
文
」。
一
員
。
（『
猪
隈
』建
久
1・
（・
（1）/「
将
曹
」。（『
三
長
』建
久
1・
（・
（1）/（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
甲
）/左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
1）
大
神
光
武〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』建
久
1・
1・
1、
1・
1）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
甲
）
正
治
元
年（
1199）
大
石
久
景〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』正
治
（・
（・
（1）/左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：
源
通
親
随
身
。（『
猪
隈
』正
治
（・
1・
1）
下
毛
野
助
信〔
─
〕
在
：「
府
生
」。（『
明
月
』正
治
（・
1・
（（）
秦
頼
武〔
─
〕
在
：「
院
」。（『
明
月
』正
治
（・
1・
11）/
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1）/後
鳥
羽
上
皇
随
身
。
（『
猪
隈
』同
（・
1・
1）/（『
玉
葉
』同
（・
（（・
11）
下
毛
野
敦
近〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』正
治
（・
1・
1）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：「
府
生
」。
藤
原
家
実
随
身
か
。（『
猪
隈
』正
治
（・
1・
11）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：（『
明
月
』正
治
（・
1・
11）/左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1）/（『
玉
葉
』同
（・
（（・
11）
下
毛
野
武
宗〔
─
〕
在
：「
右
府
生
」。
雑
色
長
。
藤
原
基
通
随
身
。（『
猪
隈
』正
治
（・
1・
1、
1・
11）
下
毛
野
助
廉〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。
（『
猪
隈
』正
治
1・
1・
1）
清
原
助
直〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。
（
同
上
）
狛
時
実〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。
（
同
上
）
一
九
七
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
中
臣
武
恒〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。
（
同
上
）
下
毛
野
敦
綱〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。
（
同
上
）
佐
伯
国
方〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。
（
同
上
）
大
神
光
武〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。
（
同
上
）
秦
兼
直〔
─
〕
在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。
（
同
上
）
下
毛
野
久
武〔
─
〕
在
：
藤
原
基
通
随
身
。（『
猪
隈
』正
治
（・
1・
1）/「
番
長
」。
藤
原
家
実
随
身
か
。
（『
猪
隈
』同
（・
1・
11）
正
治
2
年（
1200）
秦
頼
武〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』正
治
1・
（・
（1）/後
鳥
羽
上
皇
随
身
。「
依
武
」に
つ
く
る
。（『
明
月
』,『
猪
隈
』同
1・
1・
1）/後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1）/人
長
。
後
鳥
羽
上
皇
随
身
。「
右
近
府
生
」。（『
猪
隈
』同
1・
（（・
1（）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』正
治
1・
（・
（1）/後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
明
月
』,『
猪
隈
』同
1・
1・
1）
大
石
久
景〔
─
〕
在
：
左
近
か
。（『
猪
隈
』正
治
1・
②
・
（1）
下
毛
野
武
宗〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』正
治
1・
（・
（1）/藤
原
基
通
随
身
。（『
明
月
』,『
猪
隈
』僧
1・
1・
1）
下
毛
野
種
武〔
─
〕
在
：
藤
原
基
通
随
身
。（『
明
月
』,『
猪
隈
』
正
治
1・
1・
1）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』正
治
1・
（・
（1）/藤
原
家
実
随
身
。（『
猪
隈
』同
1・
（（・
（1）
下
毛
野
恒
元〔
─
〕
在
：（『
明
月
』正
治
1・
1・
1）/「
府
」。
（『
猪
隈
』同
1・
1・
1）
下
毛
野
助
信〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』正
治
1・
（・
（1）/（『
明
月
』
同
1・
1・
1）/源
通
親
随
身
。（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
11）/藤
原
良
経
随
身
。
（『
猪
隈
』同
1・
1・
1）
秦
兼
直〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』正
治
1・
（・
（1）/（『
猪
隈
』
同
1・
1・
1）
下
毛
野
敦
澄〔
─
〕
在
：（『
明
月
』正
治
1・
1・
1）/「
府
」。
（『
猪
隈
』同
1・
1・
1）
下
毛
野
敦
文〔
─
〕
在
：（『
明
月
』正
治
1・
1・
1）/府
官
人
。
（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
11）
下
毛
野
敦
近〔
─
〕
在
：（『
明
月
』正
治
1・
1・
1）/府
官
人
。
（『
猪
隈
』同
1・
1・
1、
1・
11）
秦
兼
仲〔
─
〕
在
：「
齢
七
旬
」。（『
猪
隈
』正
治
1・
1・
1）
建
仁
元
年（
1201）
（
姓
不
詳
）重
頼

〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』建
仁
（・
1・
1）
秦
兼
直〔
─
〕
在
：
人
長
。
源
通
親
随
身
。（『
猪
隈
』建
仁
（・
（（・
11）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』建
仁
（・
1・
1）
下
毛
野
武
宗〔
─
〕
在
：
雑
色
長
。（『
猪
隈
』建
仁
（・
1・
11）
大
石
久
景〔
─
〕
在
：
左
近
か
。（『
猪
隈
』建
仁
（・
1・
11）
建
仁
2
年（
1202）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：（『
明
月
』建
仁
1・
1・
11）/衛
府
長
。
（『
明
月
』同
1・
1・
（1）/（『
猪
隈
』同
1・
1・
11）/「
本
府
」。（『
明
月
』同
1・
1・
11）/「
府
官
人
」。（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
乙
）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：（『
明
月
』建
仁
1・
1・
11）/「
院
」。
（『
明
月
』同
1・
1・
11）・
/「
候
院
」。（『
猪
隈
』同
1・
1・
11）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：
藤
原
家
実
随
身
。（『
猪
隈
』建
仁
1・
（・
1、
（1・
（1）
一
九
八
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
秦
頼
武〔
─
〕
在
：
後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
猪
隈
』建
仁
1・
1・
11）/（『
明
月
』建
仁
1・
1・
11）
下
毛
野
敦
近〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』建
仁
1・
1・
11）/（『
明
月
』
同
1・
1・
11）/「
候
院
」。（『
猪
隈
』同
1・
1・
11）
中
臣
恒
元〔
─
〕
在
：
仮
随
身
。（『
猪
隈
』建
仁
1・
1・
11）
大
石
久
景〔
─
〕
在
：
将
曹
に
任
ず
。（『
猪
隈
』建
仁
1・
1・
1（）
惟
宗
景
重〔
─
〕
在
：
将
曹
に
任
ず
。（『
猪
隈
』建
仁
1・
1・
1（）
佐
伯
国
方〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』建
仁
1・
1・
11）/（『
明
月
』
,『
猪
隈
』同
1・
1・
11）
秦
兼
直〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』建
仁
1・
1・
11）/（『
明
月
』
,『
猪
隈
』同
1・
1・
11）/「
府
官
人
」。（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
乙
）
中
臣
武
恒〔
─
〕
在
：（『
明
月
』,『
猪
隈
』建
仁
1・
1・
11）
秦
清
景〔
─
〕
在
：
仮
人
長
。「
院
左
府
生
」。（『
猪
隈
』
建
仁
1・
1・
11）
下
毛
野
武
宗〔
─
〕
在
：
藤
原
基
通
随
身
。（『
猪
隈
』建
仁
1・
1・
11）
建
仁
3
年（
1203）
下
毛
野
忠
武〔
─
〕
在
：（『
明
月
』建
仁
1・
1・
11）/（『
猪
隈
』
同
1・
1・
11）/「
本
府
」。（『
明
月
』同
1・
1・
（1）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：「
本
府
」。（『
明
月
』建
仁
1・
1・
11）
秦
頼
武〔
─
〕
在
：（『
明
月
』建
仁
1・
1・
11）/「
候
院
」。
（『
猪
隈
』同
1・
1・
11）
下
毛
野
敦
近〔
─
〕
在
：「
本
府
」。（
同
上
）
下
毛
野
武
安〔
─
〕
在
：
衛
府
長
。（『
明
月
』建
仁
1・
1・
（1）
/「
殿
下
左
府
生
」（
殿
下
藤
原
良
経
）。（『
明
月
』同
1・
1・
（1）
秦
兼
峯〔
─
〕
在
：（『
明
月
』建
仁
1・
1・
（1）
秦
兼
直〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
行
弘〔
─
〕
在
：（
同
上
）
元
久
2
年（
1205）
秦
頼
武〔
─
〕
在
：「
院
左
府
生
」。（『
明
月
』元
久
1・
1・
11）
秦
兼
直〔
─
〕
在
：「
本
府
府
生
」。（『
明
月
』元
久
1・
1・
11）
佐
伯
国
方〔
─
〕
在
：「
本
府
府
生
」。（『
明
月
』元
久
1・
1・
11）
中
臣
武
恒〔
─
〕
在
：「
本
府
府
生
」。（
同
上
）
下
毛
野
敦
近〔
─
〕
在
：「
本
府
府
生
」。（
同
上
）
建
永
元
年（
1206）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：
藤
原
家
実
随
身
。（『
猪
隈
』建
永
（・
1・
1）
中
臣
武
友〔
─
〕
在
：
後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
猪
隈
』建
永
（・
1・
11）
秦
頼
武〔
─
〕
在
：
後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
猪
隈
』建
永
（・
1・
11）
下
毛
野
久
武〔
─
〕
在
：
藤
原
家
実
随
身
。（
同
上
）
下
毛
野
敦
文〔
─
〕
在
：
藤
原
忠
経
随
身
。（
同
上
）
承
元
元
年（
1207）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：「
殿
左
府
生
」。（『
明
月
』承
元
（・
1・
（1）
秦
種
武〔
─
〕
在
：「
大
相
国
右
府
生
」。（『
明
月
』承
元
（・
1・
（1）
佐
伯
国
方〔
─
〕
在
：（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
丙
下
）
秦
頼
武〔
─
〕
在
：「
院
左
府
生
」。（『
明
月
』承
元
（・
1・
（1）
下
毛
野
頼
久〔
─
〕
在
：（
同
上
）
一
九
九
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
秦
兼
直〔
─
〕
在
：「
大
相
左
府
生
」。（
同
上
）
承
元
2
年（
1208）
下
毛
野
武
守〔
─
〕
在
：
藤
原
家
実
上
﨟
随
身
。（『
猪
隈
』承
元
1・
（（・
11）
下
毛
野
敦
文〔
─
〕
在
：（『
猪
隈
』承
元
1・
（・
1）
承
元
3
年（
1209）
下
毛
野
久
武〔
─
〕
在
：
藤
原
家
実
随
身
。「
左
府
生
」。
後
鳥
羽
上
皇
の
賀
茂
祭
見
物
に
お
い
て
、
久
武
・
種
武
を
遣
わ
す
べ
き
仰
せ
あ
り
。
（『
猪
隈
』承
元
1・
1・
（1）/藤
原
家
実
随
身
。「
右
府
生
」。
後
鳥
羽
上
皇
よ
り
、
久
武
所
持
の
鞭
を
進
む
べ
き
仰
せ
あ
り
・
（『
猪
隈
』同
1・
1・
11）
承
元
4
年（
1210）
秦
兼
行〔
─
〕
在
：
人
長
。（『
玉
蕊
』承
元
1・
1・
1）
下
毛
野
武
景〔
─
〕
任
：
も
と
番
長
か
。
土
御
門
上
皇
随
身
下
﨟
一
座
。
夜
前
に
本
府
官
人
に
任
じ
、
11
日
右
近
将
曹
に
任
じ
る
と
こ
ろ「
天
下
驚
耳
」。（『
譲
位
』承
元
1・
（（・
11）
建
暦
元
年（
1211）
狛
季
真〔
─
〕
任
：
1月
、
左
近
府
生
に
任
ず
。
狛
季
真
（
マ
マ
）子
。
承
久
1年
死
去
。（『
楽
所
』）
秦
頼
武〔
─
〕
在
：
後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
猪
隈
』建
暦
（・
（・
11）
建
暦
2
年（
1212）
秦
頼
次〔
─
〕
在
：（『
明
月
』建
暦
1・
1・
1（）/後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
玉
蕊
』同
1・
1・
1（）
秦
兼
峯〔
─
〕
在
：「
本
番
長
」。（『
明
月
』建
暦
1・
1・
1）/随
身
。（『
玉
蕊
』同
1・
（1・
11）
建
保
元
年（
1213）
大
神
光
茂〔
─
〕
在
：
（（月
、
死
去
。（『
楽
所
』）
秦
頼
武〔
─
〕
在
：「
院
右
府
生
」。（『
百
錬
抄
』建
保
（・
1・
（1）
秦
文
清〔
─
〕
在
：
院
右
府
生
。（
同
上
）
建
保
2
年（
1214）
秦
行
弘〔
─
〕
在
：（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
丁
上
）
佐
伯
国
文〔
─
〕
在
：（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
丁
上
）
秦
久
清〔
─
〕
在
：（『
後
鳥
羽
』建
保
1・
1・
1）/後
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。
賀
茂
社
社
司
氏
人
競
馬
に
お
い
て
、
久
清
同
母
弟
の
氏
人
清
助
の
勝
負
を
見
る
。（『
後
鳥
羽
』同
1・
1・
11）
中
臣
ヵ
近
安〔
─
〕
在
：（
同
上
）
佐
伯
武
文〔
─
〕
任
：
後
鳥
羽
上
皇
移
徙
に
お
け
る
黄
牛
を
牽
く
役
が
た
め
に
府
生
に
任
ず
。「
府
官
人
」。（『
移
徙
』後
鳥
羽
院
丁
上
）
建
保
3
年（
1215）
秦
久
清〔
─
〕
在
：
人
長
。（『
宮
寺
』仏
神
事
次
第
）
建
保
4
年（
1216）
大
神
遠
弘〔
─
〕
任
：
1月
、
左
近
府
生
に
任
ず
。（『
楽
所
』）
建
保
5
年（
1217）
狛
近
俊〔
─
〕
故
：
こ
の
年
死
去
。（『
楽
所
』）
秦
武
澄〔
─
〕
在
：（『
著
聞
』馬
芸
第
十
四
-三
六
八
）
建
保
6
年（
1218）
狛
盛
光〔
─
〕
在
：
源
実
朝
任
大
将
拝
賀
の
た
め
鶴
岡
八
幡
宮
参
拝
行
列
の
一
員
と
な
す
。（『
吾
妻
』建
保
1・
1・
11）
承
久
元
年（
1219）
狛
盛
光〔
─
〕
在
：
源
実
朝
任
右
大
臣
拝
賀
の
た
め
鶴
岡
八
幡
宮
参
拝
行
列
の
一
員
と
な
す
。（『
吾
妻
』承
久
（・
（・
11）
二
〇
〇
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
承
久
2
年（
1220）
秦
康
朝〔
─
〕
在
：
賭
射
射
手
習
礼
。（『
玉
蕊
』承
久
1・
1・
（1）
秦
宗
嗣〔
─
〕
在
：
賭
射
射
手
習
礼
。（『
玉
蕊
』承
久
1・
1・
（1）
秦
実
茂〔
─
〕
在
：
賭
射
射
手
習
礼
。（
同
上
）
佐
伯
経
長〔
─
〕
在
：
賭
射
射
手
習
礼
。（
同
上
）
播
磨
資
隆〔
─
〕
在
：
賭
射
射
手
習
礼
。（
同
上
）
大
石
言
家〔
─
〕
在
：
賭
射
射
手
習
礼
。（
同
上
）
下
毛
野
種
武〔
─
〕
在
：「
関
白
左
府
生
」（
関
白
藤
原
家
実
）。
（『
玉
蕊
』承
久
1・
1・
（1）
下
毛
野
敦
久〔
─
〕
在
：「
院
右
府
生
」。（『
玉
蕊
』承
久
1・
1・
（1）
佐
伯
武
文〔
─
〕
在
：（
同
上
）
佐
伯
国
文〔
─
〕
在
：（
同
上
）/（『
玉
蕊
』同
1・
1・
1）
承
久
3
年（
1221）
秦
種
文〔
─
〕
在
：
衛
府
長
。（『
玉
蕊
』承
久
1・
（・
（、
（・
（1）
嘉
禄
元
年（
1225）
狛
定
光〔
─
〕
在
：「
貞
光
」に
つ
く
る
。
任
将
曹
を
申
請
す
る
。（『
九
中
』111）
秦
武
澄〔
─
〕
在
：「
本
府
」。（『
明
月
』嘉
禄
（・
1・
1）/
「
本
府
府
生
」。（『
明
月
』同
（・
1・
（1）
秦
兼
廉〔
─
〕
在
：「
本
府
」。（
同
上
）/「
本
府
府
生
」。
（
同
上
）
安
貞
元
年（
1227）
下
毛
野
武
用〔
─
〕
在
：「
故
左
府
御
随
身（
故
左
府
藤
原
公
継
）」、「
近
習
第
一
者
」。「
武
茂
」に
つ
く
る
。（『
明
月
』安
貞
（・
（（・
11）/藤
原
兼
経
随
身
。
雑
色
長
。「
武
茂
」に
つ
く
る
。
（『
岡
屋
』嘉
禄
1・
（・
（）
秦
久
員〔
─
〕
在
：
藤
原
教
実
随
身
。（『
民
経
』安
貞
（・
1・
（1）/（『
明
月
』同
（・
（1・
（1）
安
貞
2
年（
1228）
秦
久
員〔
─
〕
在
：
衛
府
長
。（『
玉
蕊
』安
貞
1・
1・
（1）
寛
喜
元
年（
1229）
秦
兼
友〔
─
〕
任
：（『
明
月
』寛
喜
（・
（1・
11）
寛
喜
2
年（
1230）
秦
久
員〔
─
〕
在
：「
官
人
」。（『
明
月
』寛
喜
1・
1・
11）
/（『
明
月
』同
1・
1・
11）
秦
兼
友〔
─
〕
在
：「
殿
下
府
生
」（
殿
下
藤
原
道
家
）。
（『
明
月
』寛
喜
1・
1・
（（）/（『
明
月
』同
1・
1・
11）
秦
久
貞〔
─
〕
在
：「
右
大
臣
殿
府
生
」（
右
大
臣
藤
原
教
実
）。（『
明
月
』寛
喜
1・
1・
（（）/「
府
官
人
広
澄
子
息
久
貞
」。（『
明
月
』同
1・
1・
11）
秦
広
澄〔
─
〕
在
：「
府
官
人
。
当
時
人
長
」。（『
明
月
』
寛
喜
1・
1・
（（）/（『
明
月
』同
1・
1・
11）
/人
長
。（『
明
月
』同
1・
（（・
11）
中
臣
近
光〔
─
〕
在
：（『
明
月
』寛
喜
1・
1・
（（）/（『
明
月
』
同
1・
1・
11）
寛
喜
3
年（
1231）
秦
久
清〔
─
〕
在
：
久
員
或
い
は
久
貞
の
誤
り
か
。（『
明
月
』寛
喜
1・
1・
（1）/藤
原
道
家
随
身
。
（『
民
経
』同
1・
1・
（1）/召
次
長
。「
左
近
将
監
」。（『
民
経
』同
1・
1・
1）
秦
兼
友〔
─
〕
在
：
藤
原
道
家
随
身
。（『
民
経
』,『
明
月
寛
喜
1・
1・
（1』）/随
身
。「
左
近
府
生
」。
（『
民
経
』同
1・
1・
（1）
下
毛
野
武
用〔
─
〕
在
：「
武
茂
」に
つ
く
る
。
藤
原
兼
経
随
身
。（『
民
経
』寛
喜
1・
1・
（1）
秦
久
員〔
─
〕
在
：
御
随
身
。「
本
」。（『
明
月
』寛
喜
1・
1・
1）
秦
頼
種〔
─
〕
在
：（『
明
月
』寛
喜
1・
1・
1）/（『
民
経
』
同
1・
1・
（1）
秦
広
澄〔
─
〕
在
：
人
長
。（『
民
経
』寛
喜
1・
1・
（1）/
（『
明
月
』同
1・
1・
（1）
秦
武
延〔
─
〕
在
：（『
民
経
』寛
喜
1・
1・
（1）/「
武
信
」
に
つ
く
る
。（『
明
月
』同
1・
1・
（1）
二
〇
一
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
─
府
生
─
（
３
）
貞
永
元
年（
1232）
大
神
遠
弘〔
─
〕
在
：
大
神
是
弘
二
男
。（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）助
継

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
狛
光
忠〔
─
〕
在
：
狛
光
成
男
。（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）助
茂

〔
─
〕
在
：（『
楽
所
』）
大
神
是
保〔
─
〕
在
：
大
神
是
弘
三
男
。（『
楽
所
』）
狛
時
成〔
─
〕
在
：
狛
季
時
二
男
。
籠
居
。（『
楽
所
』）
（
姓
不
詳
）近
好

〔
─
〕
在
：
宗
近
二
男
。
狛
氏
か
。（『
楽
所
』）
狛
定
光〔
─
〕
在
：
狛
清
光
二
男
。
籠
居
。（『
楽
所
』）
天
福
元
年（
1233）
秦
武
延〔
─
〕
在
：
在
：「
右
召
次
」。（『
民
経
』天
福
（・
1・
（1）/御
堀
河
上
皇
随
身
。（『
民
経
』同
（・
1・
11）/御
堀
河
上
皇
随
身
。（『
民
経
』同
（・
1・
1）/「
御
車
副
召
次
」。（『
明
月
』同
（・
1・
11）
嘉
禎
元
年（
1235）
秦
頼
峯〔
─
〕
在
：
御
随
身
。（『
明
月
』嘉
禎
（・
（1・
（1）
嘉
禎
3
年（
1237）
秦
兼
友〔
─
〕
在
：「
殿
下
左
左
府
生
」。（『
葉
黄
』嘉
禎
1・
（・
（1）/衛
府
長
。「
殿
下
左
府
生
」
（
殿
下
藤
原
道
家
）。（『
玉
蕊
』同
1・
（・
（1）
秦
頼
種〔
─
〕
在
：（『
玉
蕊
』嘉
禎
1・
（・
1）/衛
府
長
に
任
ず
。（『
玉
蕊
』同
1・
1・
（1）
下
毛
野
周
武〔
─
〕
在
：（『
玉
蕊
』嘉
禎
1・
1・
11）
下
毛
野
武
用〔
─
〕
在
：
雑
色
長
。「
武
持
」に
つ
く
る
。（『
玉
蕊
』嘉
禎
1・
（・
（1）/衛
府
長
。「
武
茂
」
に
つ
く
る
。（『
玉
蕊
』同
1・
（・
11）/「
官
人
」。（『
玉
蕊
』同
1・
1・
1）
下
毛
野
吉
武〔
─
〕
在
：「
官
人
」。（『
玉
蕊
』嘉
禎
1・
1・
1）
下
毛
野
武
任〔
─
〕
在
：（
同
上
）
暦
仁
元
年（
1238）
下
毛
野
武
用〔
─
〕
在
：
雑
色
長
。「
武
茂
」に
つ
く
る
。（『
玉
蕊
』暦
仁
（・
（・
1）
下
毛
野
季
武〔
─
〕
在
：
随
身
。「
末
武
」に
つ
く
る
。（『
玉
蕊
』暦
仁
（・
1・
11、
1・
（1）
秦
兼
成〔
─
〕
在
：
衛
府
長
。（『
玉
蕊
』暦
仁
（・
（・
1）
下
毛
野
吉
武〔
─
〕
在
：「
能
武
」に
つ
く
る
。
雑
色
長
。（『
民
経
』暦
仁
（・
1・
（1）/雑
色
長
。「
殿
下
右
府
生
」（
殿
下
藤
原
兼
経
）。（『
民
経
』同
（・
（（・
（（）
秦
兼
友〔
─
〕
在
：
随
身
。（『
玉
蕊
』暦
仁
（・
1・
（1）
仁
治
3
年（
1242）
秦
重
久〔
─
〕
在
：（『
民
経
』仁
治
1・
（・
11）
石
作
末
弘〔
─
〕
在
：（『
民
経
』仁
治
1・
（・
11）
秦
久
貞〔
─
〕
在
：
御
随
身
。（『
資
頼
』仁
治
1・
1・
11）
/上
﨟
随
身
。（『
荒
凉
』仁
治
1・
1・
11）
下
毛
野
吉
武〔
─
〕
在
：
雑
色
長
。「
殿
左
府
生
」（
殿
藤
原
兼
経
）。（『
民
経
』仁
治
1・
（・
11）
秦
行
恒〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
頼
峯〔
─
〕
在
：
御
随
身
。（『
資
頼
』仁
治
1・
1・
11）
/上
﨟
随
身
。（『
荒
凉
』仁
治
1・
1・
11）
寛
元
2
年（
1244）
秦
頼
峯〔
─
〕
在
：
右
近
年
預
秦
兼
廉
死
去
の
替
と
し
て
年
預
に
任
ず
。
藤
原
良
実
随
身
。（『
妙
槐
』寛
元
1・
（・
（1、
（・
11）
秦
兼
種〔
─
〕
在
：
鶴
岡
八
幡
宮
馬
場
の
儀
に
て
競
馬
乗
尻
を
務
む
。（『
吾
妻
』寛
元
1・
1・
（1）
寛
元
3
年（
1245）
秦
兼
種〔
─
〕
在
：
鶴
岡
八
幡
宮
馬
場
の
儀
に
て
競
馬
乗
尻
を
務
む
。（『
吾
妻
』寛
元
1・
1・
（1）
二
〇
二
和
暦（
西
暦
）
左
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
右
近
衛
府
生
備
考
・
出
典
左
右
不
詳
備
考
・
出
典
寛
元
4
年（
1246）
秦
久
則〔
─
〕
在
：
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。「
久
員
弟
。
年
頗
少
歟
」、「
元
前
関
白
左
番
長
」、「
久
清
法
師
男
」。『
公
光
』寛
元
1・
1・
（、『
洞
院
』「
御
脱
履
記
」後
嵯
峨
）/後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『
経
俊
』同
1・
1・
（1）/上
﨟
御
随
身
。（『
公
光
』同
1・
1・
（1）御
馬
御
覧
に
て「
泛
駕
非
無
興
」、「
堪
能
」。（『
為
経
』同
1・
1・
（1）/後
嵯
峨
上
皇
随
身
。
（『
葉
黄
』同
1・
1・
1）/（『
葉
黄
』同
1・
1・
1）/後
嵯
峨
上
皇
上
﨟
随
身
。（『
葉
黄
』、『
賀
茂
』同
1・
1・
11）
秦
兼
躬〔
─
〕
在
：
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。「
元
摂
政
大
臣
之
時
雑
色
長
」、「
武
延
子
。
年
少
之
由
」。
『
公
光
』寛
元
1・
1・
（、『
洞
院
』「
御
脱
履
記
」後
嵯
峨
）/後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『
経
俊
』同
1・
1・
（1）/上
﨟
御
随
身
。（『
公
光
』同
1・
1・
（1）/御
馬
御
覧
に
て「
泛
駕
非
無
興
」、「
堪
能
」。（『
為
経
』同
1・
1・
（1）/後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『
葉
黄
』同
1・
1・
1）/（『
葉
黄
』同
1・
1・
11）/後
嵯
峨
上
皇
上
﨟
随
身
。（『
葉
黄
』、『
賀
茂
』同
1・
1・
11）
秦
兼
友〔
─
〕
在
：
藤
原
実
経
上
﨟
随
身
か
。（『
葉
黄
』
寛
元
1・
（・
11）
秦
弘
澄〔
─
〕
在
：
藤
原
実
経
上
﨟
随
身
か
。（『
葉
黄
』
寛
元
1・
（・
11）/人
長
。「
殿
右
官
人
」。
（『
葉
黄
』同
1・
（（・
（1）
宝
治
元
年（
1247）
秦
弘
貞〔
─
〕
在
：（『
葉
黄
』宝
治
（・
1・
1）
秦
兼
躬〔
─
〕
在
：「
院
右
府
生
」。
後
嵯
峨
上
皇
随
身
か
。（『
葉
黄
』
宝
治
（・
1・
1）/「
左
府
生
」。（『
葉
黄
』同
（・
1・
1（）/「
左
近
府
生
」。（『
産
部
』綜
子
内
親
王
）
佐
伯
光
文〔
─
〕
在
：「
内
府
大
将
府
生
」。
藤
原
基
実
随
身
か
。（『
葉
黄
』宝
治
（・
1・
1）
下
毛
野
兼
武〔
─
〕
在
：（
同
上
）
秦
久
澄〔
─
〕
在
：（『
葉
黄
』宝
治
（・
1・
1）
下
毛
野
武
用〔
─
〕
在
：「
武
持
」に
つ
く
る
。「
左
官
人
」。
府
生
、
藤
原
兼
経
随
身
か
。（『
葉
黄
』宝
治
（・
（・
11）/下
毛
野
武
秋
父
。「
殿
左
府
生
」。
藤
原
兼
経
随
身
か
。（『
葉
黄
』同
（・
1・
1）/秦
久
員
死
去
の
替
に
任
将
曹
を
望
む
。（『
葉
黄
』同
（・
1・
1（）
秦
弘
方〔
─
〕
在
：（『
葉
黄
』宝
治
（・
1・
1）/後
嵯
峨
上
皇
随
身
と
な
さ
ん
が
た
め
、
番
長
と
な
す
。
秦
弘
澄
子
。（『
葉
黄
』同
（・
1・
11）
/父
秦
弘
澄
も
と
土
御
門
上
皇
随
身
た
る
旧
労
に
よ
り
後
嵯
峨
上
皇
番
長
随
身
と
な
す
由
あ
り
。（『
葉
黄
』同
（・
1・
（）
秦
久
則〔
─
〕
在
：
秦
久
員
死
去
の
替
に
召
次
長
と
な
し
、
左
近
将
曹
秦
久
員
死
去
に
よ
り
、
左
近
府
生
よ
り
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『
葉
黄
』宝
治
（・
1・
1（）/後
嵯
峨
上
皇
随
身
。
（『
経
俊
』同
（・
（1・
1）
秦
頼
方〔
─
〕
任
：
左
近
将
曹
秦
久
員
死
去
に
よ
り
、
左
近
番
長
よ
り
右
近
府
生
に
任
ず
。（『
葉
黄
』宝
治
（・
1・
1（）/（『
産
部
』綜
子
内
親
王
）
宝
治
2
年（
1248）
秦
兼
躬〔
─
〕
在
：
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『
葉
黄
』宝
治
1・
（・
（）/後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『
宇
治
』
同
1・
1・
1（）
秦
頼
方〔
─
〕
在
：
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『
宇
治
』宝
治
1・
1・
1（）/「
官
人
」。
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『
葉
黄
』同
1・
（1・
11）
下
毛
野
武
任〔
─
〕
在
：（『
宇
治
』宝
治
1・
1・
11）/御
随
身
。
藤
原
兼
経
随
身
か
。（『
葉
黄
』同
1・
（1・
11）
下
毛
野
武
秋〔
─
〕
在
：（『
宇
治
』宝
治
1・
1・
11）/殿
下
御
随
身
。
藤
原
兼
経
随
身
か
。（『
葉
黄
』同
1・
（1・
11）/御
随
身
。（『
葉
黄
』同
1・
（1・
11）
